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1 ．は じめ に

　 下水道や水道 の重金属 などに よる汚染 を克明 に調査 し、 それ を告発 した中西準子氏 はそ

れ 以後環境問題に 関 して 専門家と して 積極的に発言して きた 。 例の 「環境ホル モ ン 空騒ぎ」

で 注 目された中西氏は環境問題の解決策 として 、 定量的評価をする こ とに情熱を傾け 、
「リ

ス ク論」 を提唱 し、体系的 な理論 を構 築 す る努 力 をされて い る 。 こ の ような中西氏 の 努 力

は 、 政府や産業界 を含めて 学会 ・マ ス コ ミで も高 く評価さ れ 、 研究予算の 配分 やさまざ ま

な審議会 の委員 として 国の エ ネル ギーや環 境問題 の 方針決定 に参加 されて い る 。

　 2004年の 定年退職の 最終講義で 自らの 活動を肯定的に評価され たが、
1）中西氏の 「リス

ク論」 は どの ようなもの か 。 そ の 役割は何か を考察 したい 。 結論を言えぱ 、 中西氏が 現実

に 果たす役 割は 、 本人の 意図 に反 して 、 科学の 進歩に 逆行 して環境汚染を容認するもの で

あ り、 未来世代の 幸福の ため にもその 責任 を厳 しく問 われ るべ きもの で ある と思う。

　私 も 2006 年 3 月定年 を迎 えた。 こ れ まで 1999 年度か ら 2005 年度まで 7 年 にわ た っ て

少人数ゼ ミ （ボケ ヅ トゼ ミ）を担当 した 。
こ れは京都大学で 行なわ れ る 10 人程度の 学生 を

対象 としたゼ ミで 、主 に 1 年時の 前期 に実施 される 。 半年 の期 間で、教員はボ ラ ンテ ィ ァ

で 自由に テ
ー

マ を設定で きる 。 こ れ は 当時の 井村総長 が 大学教員 と接触 する こ とによ っ て

学 生の 学習意欲を増すこ とを 目的 と して 提案された とい われて い る 。 私は 「社会にお け る

自然科学」 とい うテ
ー

マ で新入 生 と学問の 意義に つ い て 議論 して きた 。 その 最初の 年 1999

年はい わ ゆる環境ホル モ ン の問題が注 目されて い た時で 、 入 学以前か ら、
コ ル ボーン らの

「奪わ れ し未来」
2 ） を読んで い る学生 もい た 。 中には父 が缶詰め の会社に勤め て い るが 、

環境保護団体の抗議で 困 っ て い る とい う学生も参加 して い た 。 こ れは缶の 内部に塗 られ る

さび止め塗料が環境ホル モ ン 物質として 危険視されて い たか らで ある 。 最初の 年は環境ホ

ル モ ン に関心 を持 っ 学生 が多 く、 学問 とい うもの は物 事を批判的に検討 しなければな らな

い とい うこ とで 、 中西準子氏の 「環境ホル モ ン空騒 ぎ」 を検討 した 。 こ の 年 は後期 も月一

回 の議論を続けパ ン フ レ ッ トを作成 し、ク ラス メー トに広 め る よ うに勤めた。 中西先生 に

もパ ン フ をお送 りした 。 拙文の付 録 に 当時 の パ ン フ か らの 抜粋 を再録 した 。 学生 は経済学
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部 、 農学部、工 学部 、 理学部 と多岐に わ た り、 人間環境学研 究科 の 大学院生 KM さん に も

参加 して い た だき大変参考になるコ メ ン トを頂いた 。

　今回、 あ らためて こ の よ うな問題 を取 り上 げる の は、今日、環境ホル モ ン は騒 ぐほ どの

こ とで はなか っ た と考える人が少な くな い か らで あ る 。 とこ ろが現実 には環境ホル モ ンが

脳の発達に重大な影響を及ぼす可能性 を示す研 究がな されて お り、生 殖障害な ども考える

と未来世代 も含迦人類 に とっ て重大な問題であ ると私 は考 えるか らで ある 。

3 ） も し 、 最近

の 発達 障害などの 増大 と環境ホル モ ンが 関連 して い る と、こ の 問題は 教育者だ けで は解 決

で きない で あろ う 。

4・5）環境ホル モ ン問題再考の 出発点 と して 「空騒 ぎ」 を改め て 検討す る

こ とが必要で ある と考える 。

2 ．中西 リス ク論批判

（1）まず 「環境ホル モ ン 空騒 ぎ」 の 誤 りを認め るべ きで あ る 。

　中西氏は 1998 年 「新潮 45 」 12 月号 で 「環境ホル モ ン 空騒 ぎ」 を発表された 。 こ の 題名

に関 して は 市民運 動か ら批判が あ り、 新潮編集部が つ け た題名で あ り、 中西氏は 自らが っ

け た題 名で ない と説明 され た 。 今回、 定 年を迎えた最終講義で は この 論文を肯定的に 評価

され、題 名も特に釈明がな く、 肯定 され て い る 。

1）

　中西氏は 2004年出版の 「環境 リス ク学」
1）

の 中で 最終講義 「フ ァ ク トに こだわ り続け た

輩が た ど り着い た リス ク論」 の 中で事実へ の こ だわ りを強調 されて い る 。
「フ ァ ク ト」 は現

実に存在す る事実 とい う意味で あろう 。

　フ ァ ク トとして 私が 衝撃を受けたの は脳の 発達へ の 環境ホル モ ンの 影響で ある 。 こ の 点

につ い て は 「奪われ し未来」 の 著者た ちも慎重 で 、 初版で は不十分で あ っ た点 と して 、 第 2

版で 脳 へ の 影響が ある として その 記述 を補足 して い る 。

2）
最近 の黒 田洋

一
郎氏 、 田代朋子

氏 らの 研究
4 ）・5 ＞による と PCB に よ っ て シ ナ ッ プ ス の 発達 が阻害される こ とが マ イク ロ ア

レイで ミク ロ に確認で きる 。 森 千里氏 と戸高恵美子氏 も胎児へ の 影響を報告されて い る 。

6 ）

　以土 の ような文献を見て も、 環境ホル モ ン に関 して 大事な こ とは、 マ イ ク ロ ア レイ な ど

を用い た ミク ロ な実験が進展 し 、 環境ホル モ ン に よ る遺伝子 の 発現の過程へ の 影響が確認

されて い る こ とで ある 。 全体像 まで は進展 中で あ るが 、 環 境ホルモ ン の 厂未来 の世代 」
3 ）

へ の影響がい っ そ う明 らか にな っ て きて い る。

　さて、中西氏 が 「空騒 ぎ」 とい わ れたように環境ホル モ ン の 問題は本当になか っ たの か。

中西氏が フ ァ ク トに こだわるならまず 、 上述の ような現状を正 しく認識 しなければな らな

い 。 環境ホル モ ン の 危険性を指摘する地 道な研究が、「空騒 ぎ」 とい う批判を超えて進展 し

た こ とを評価すべ きで あ り、 中西氏は判断を誤 っ た こ とを深 く反省すべ きで ある 。 しか も

政策決定の重要な立場にあ っ た中西氏の社会 的影響は大 きい 。 10 年近 く経 っ て もその誤 り

に気づ かな い とい うこ とは現実を見ず 、 環境ホ ル モ ン を軽視 し、 謙虚 に科 学を追及 しなか

っ た結果 として 生 じた誤 りではなか っ た か 。 傲慢な 「空騒 ぎ」 とい う嘲笑的な題 名と無関

係で はない の で あ ろう 。
「空騒 ぎ」 で 見 られ る よ うに 中西氏は狭い 事実に 固執 して 、 人 と動
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物は違 うとか 、 瑣末な 間違い や行 き過 ぎですぺ て を 「空騒 ぎ」 と して 否定 して い る。 真理

は普遍 的 で統
一
的 、

一
般的な もの で ある 。 （環境ホル モ ン問題の科学的な見方に つ い て は付

録 4 の多田富雄氏の 言葉 を参照 。 ）それは 自然が統
一

的で普遍 的で あるか らで あ る 。

　科学は現象の 寄せ 集めで な く、それ らを貫 く普遍的で 論理的に
一

貫 した 自然法則 、 っ ま

り、科学で は真理 が問題 で あ る 。 現象 や観測事実の み に基づ くの は実証主義で ある 。 中西

氏の ような フ ァ ク トに こ だわ る実証主義で はあ らゆる 化学物質に つ い て 、人 間 を含めたあ

らゆる生物で の 実験が 必要になる 。
こ うす るとい つ まで も結論が出ない か ら、規制が 可能

に なるの は取 り返 しの つ か ない 社会的被害が出た後にな る 。 規制の 根拠として個別の 実証

を要求 され、結論が出ない こ とは規制を避けたい 人の 利益 となる 。

　中西氏 は兜氏 たちの電磁波の 生体へ の 影響調査 にもマ ス コ ミ報道に重点 を置 い た無責任

な コ メ ン トを して い る （リス ク学 p236 ）。 こ の こ とに つ い て も少 しふれて お きたい 。

　科学者で あれば 、 電磁波の 生体へ の 影響 に つ い て そ の 有無に つ い て まず考察す べ きで あ

る 。 そ の 上で兜氏達 の 研究へ の C 判定が 正 当で あっ たか 否かに つ い て環境学を仕 事 とした

人な ら意見 を述べ るべ きで ある 。 日本 は電磁 波が家庭 の 電 気製 品な どで あふれ、影響 調査

が 他国に比 べ て困難で あるために 、 兜氏 らの研 究で は他国以上 の 詳 しい調査が 行なわれて

い る こ と、対象 に つ い て は ほ とんど限度に近い対象数が調査 されて い る こ とな どが研究評

価 で は
一

切 無視されて い る。 また、電磁波 の起源 が明確で ない との 批判 もあ る よ うで あ る

が 、 兜氏 らの 仕事は研究途上 で あ り、積 極 的に 支援 す べ きもの で あ っ た と私 は思 う 。 現実

に は 、
C 判定 とい う冷酷な仕打ちに もかかわ らず、 電磁波の 影響の わが国で は初めて の 疫学

研 究の 結果 が 2006 年 8 月 に論文 と して掲載され た。

7｝ 評価は対象 とする研究に即 して な

され るべ きで あ り、 研究期間内に論文が 出た、明確 な結論が得 られ たな どの
一般 的な基準

を機械的 に適用す べ きで はな い の で あ る。 こ の よ うな
一
般的な基準で は確立 した分 野 しか

評価 されない こ とに なる 。 そ の点 で 、基 礎物理学研究所が研究会で 兜さんの 報告を受け 、

正 当に評価 したの は当然なが らの こ とで はあるが、意義あ る こ とで あ っ た 。

（2 ）統計法則か ら逸脱 した中西 リス ク論の 誤 り

　まず、「リス ク論」 に つ い て
一

般的に考察 して み よ う。 松崎早苗氏によ る と 「 リス ク研究

は科学的 とい っ て も、事実を集め て実用 に使 うため に発達 した分 野で あ っ て 、原理 を発見

して現象を説明する とい う理論 ・概念構築 の 分野 の仕事 とは異な る」。

8 ） こ れ が歴史的事実

で あ っ て、「リス ク論」
「リス ク学 」 とい うと客観的な真理 を探求する科学の ように聞 こえ

る が 、 実用の ための 方法 ・政策 と して 発達 した もの で ある 。

　誤解を避 け るため に補足 す ると疫学は統計法則 に基づ い て 因果関係 を証明する科学で あ

る 。
「リス ク論」 も多数の製品の 品質評価な ど統計法則が成 り立 つ 範囲で は科学 と して 成 り

立 っ か ら、統計法則が適用で きる か否か に注意が必要で ある 。 松崎氏 の 言葉は、中西 リス

ク論で扱われて い る環境ホル モ ン の 「リス クーベ ネフ ィ ッ ト評価 」 な ど、統計 法則 の 適用

範 囲を超えて 、 実用の ために リス ク評価を拡 張する こ とを戒 めて い る と私 は考えて い る 。
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　歴史の古い 放射線被曝の リス ク評価にお い て は、線量や被曝の 詳細に基づ くリス クの 評

価がなされ る 。 統計学や疫学が正 し く適 用 され る リス ク評価は意義の ある科学で あ り、 発

展 させ るべ きもの である 。 しか し、 適用限界を超えて 利用され る と危険な理論になる 。 特

に科学的な結論 と価値判断は区別すべ きもの で ある 。

　 「中西 リス ク 論」 で は その 区別が曖昧で ある 。 む しろ 、
「リス ク ・ベ ネフ ィ ッ ト論」 で あ

るか ら、両者を比較する こ とが 中西 リス ク論の 生命で あ る。
「リス ク と損失余命の 比較」 な

ど科学 を超 える とこ ろに独 自性が あ り、 そ こ に誤 りの起源がある の で ある。

　さ らに リス ク （被害）の 質の問題がある 。 文部科学省の 調査で も 6 ％の子供が学習障害

や多動症な どの 発達障害で ある とい う 。 リス ク とベ ネ フ ィ ッ トとい うが脳の 発達 障害を ど

の よ うな リス ク と して 評価するの か。 リス クを単なる 寿命の み に還元 した損失余命で 被害

を捉 える リスク論で は 、 子供たちに現れて い る将来の 不安 、 危機を評価 し 、 解決で きる は

ずが 無い 。 リス ク ・ベ ネフ ィ ッ ト （ベ ネ フ ィ ッ トを受けるの は化学工 業 であ っ て 、 子供 は

被害者である ）に基づ くリス ク評価 で はな く、脳 へ の 影響を研究 し、そ の 被害を最小 に す

る こ とに全 力を尽 くさなけれ ばならない 。 これ は現在および 将来の子 供たちに対する そ の

幸せ と基本 的人権に 関わ る問題で ある 。 進化 の過程で 経験 して い ない 外部の 人工 物 質が母

親の胎盤 を通過 して 胎児に まで つ なが っ て しま っ た とい う多田富雄氏 の ような科学的な見

地に 立てば 、 唯
一

の解決策 は合成化 学物質 の 絶対量 を減 らす こ とで あ る 。

　中西氏が用い て い る 「損失余命 」 と 「絶滅確率 」 で は リス ク評価はで き ない 。 この こ と

は中西氏 自身も認 め てい る こ とで ある 。 生活 の 質 （QOL）と リス クの 関係 （環 境 リス ク学

p123 ）に 中西 リス ク論の 欠点が示 されて い る 。
「こ う した問題は 、 実は リス ク評価の 問題

ではな く、 人間の 社会そ の もの の 問題なの で す。」 （p129 ）と正 し い 考察がな され て い る 。

　この QOL と関連 して 安楽死問題を考えて み よう。　 安楽死を肯定す る人もある が、私は

それは間違 っ て い る と思 う 。 生 きる価値 がある か どうかは社会 との 関係 で決 まる もの で あ

る 。 回復が 難 しい 病気で あ っ て も生 きる喜 び は得 られ るの で あ る 。 絶望感を抱かせ る社会

が問題で ある 。 誰 で あ っ て も生命は限 られて お り、そ の人生の 間には喜びや悲 しみ があ り、

その都度、助け合い 、互 い に 喜び や悲 しみ を分 かち合うの が人生 で あ る 。 病 人や障害者 も

含め た、多様な人々 の基本的人権を尊重する共生の 社会が 生きる喜び を与えるの で ある 。

　中西氏本人 も質的な点に関 して は リス ク評価が で きない こ とを述 べ て い る 。
「リス ク学」

の p131 で 「リス ク評価には そ うい う問題 があ るけれ ど、 や らざるを得な い の だ とい うこ と

を言 っ て い こ うと考えて い ます 。 自分 たちもそ の問題を意識しなが ら使 っ て い る とい うこ

とで す 。 ただ、使 っ て よい とき と悪い ときがあ り、 使えない ときは別 の指標を使 うとい う

柔軟性は必要で し ょ う。 」

　人類社会 に は犯 す べ か らざる原理が あ る 。 人類す べ て 平等で あ り、多様なあ らゆ る人の

人権は尊重 される べ きで ある とい うこ とで あ る 。 社会 的弱者の 痛み が す べ て の 人の 痛み と

して 自覚され る社会で な ければ根本的 には環境 問題は解 決 されない 。 被害の 質が社会に依

存 して 決まるか らで ある 。 障害が 不幸なの で は ない 。 それ を見捨て る社会が 不幸に して い
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るの である 。
こ の 観点は リス クを人命の み に換算 し、利 益 と比較する思想 とは根本 的に相

容れ ない で あろう。

　放射線被曝の危険性の歴史が示 して い るよう に 、 正 しい 「 リス クの 評価」 には常に科学

の進歩が必要で あ る 。 環境ホルモ ンの リス クを評価する とい うこ とはその作 用の 機構がわ

か らなければ難 しい 。 今 日、環境ホル モ ン （合成化学物 質）の 作用 は複 合的で あ るこ とが

知 られて い る 。 そ の 上、化学物質の 種類は莫大で ある 。 中西氏 の 主張 と違 っ て 、今 日で は

逆 U 字型効果 として 低濃度の ほうが影 響が 大き い 現象が ある こ とが明 らか にな っ て きた 。

濃度を薄 くすれば よい とい うこ とが 必ず しもい えない の で あ る 。

　われわ れは疫学的 な研究、微視的な リス クの 作用機構 に関す る科 学 を発展 させ なければ

な らない 。 それで も 、 常に科学的 に は解明 され て い ない 危険性が残 り、 リス ク評価 は過 小

評価にな る こ とを避 け られ ない
。 そ の 部 分 を予 防的に 補 う必要がある の で ある 。 科学的な

「リス ク評価」 を踏 まえた上 で、予防原則 を適用 する こ とが 人類 を守る実現 可能な方法な

の で ある 。

　以上の よ うに、被 害の 質が 評価で きない 中西氏に よる リス ク評価はほ とん ど役に立 たな

い 。 あたか もそれ が 完全で 十分有効で あ るかの よ うに喧伝 するの が リス ク政策 で ある 。

　地震予知 、 核融合、高速増殖炉 など と同様、 中西 リス ク論は科学に基づ かない 単な る政

策で 、 学者 と政府 ・産 業界 の合作で ある よ うに見 え る の は私だけで あろ うか。

　最後に中西 リス ク論 の 客観的役割に つ い て もふれて お きたい 。 端的に い えば、それ は化

学工 業に よる環境汚染を正当化 し、産業界 と政府 を擁護 するもの で ある 。 長い 歴 史の ある

放射線被曝における 「リス ク論」 と同様の 役割で ある 。 すなわち ， この場合の リス ク論は 、

放射線被曝 に よる被害を原子 力産業界が容認で きる最 小限 の 範囲 に限定 して規 制 を設 定 し

よ うとするための手段で ある 。

9〕 （中川保 雄 ；放射線被曝の 歴史 p202 参照）。 こ の 中川氏

の 文献は克明に 放射線被曝の 歴史を調 べ て 、 原発や核兵器 を推進す る側が ヒ バ クの 被 害者

に被曝を強制する手段 と して 、 被曝防護の 基準が利用されて きた こ とを明らかに した もの

で あ る 。 付 録 3 に結論の み を引用 したが、その 結論に至 る過程 をぜひ 中川氏 の 文献か ら読

み取 っ て い ただ きたい 。 環境ホル モ ン に関 して も同様の 側面 があ り、 歴史的研究が必要 で

ある と思う 。

3 ．私た ちの とるべ き態度

　徹底 して 環境ホルモ ンの被害を研究する こ と 、 国民に知 らせ る こ と、 その ため の 科学を

発展 させ るこ と。 汚染をゼ ロ に向けて進 む こ と 。 科学的な リス ク評価に基づ い て 、 それ が

常に過小評価の危険性がある こ とを考慮 して予防原則 を適用 して被害を未然に防止するこ

とで ある 。

　松崎氏の 文献
B）は示唆に 富んで い る と思 う。中西グル

ープの ような 「エ リー ト学者」 に

よ る リス クの 分析 に対 して 、

一
般市民 に よる民主 的な参加 の 方法 ・

手段 と して 、そ の 文献

の最後は次 の 文章 で終わ っ て い る 。 被害 に よる質を評価 した り、 国民の参加 と協力を促 し
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た り、 予 防原則 を適用す る上で 参考にな る と思わ れるの で 以下に 引用 する 。

「私たちは 自然認 識に つ い て もう一
度考え直 して み た方がい い 、空 気が臭い

、 目が痛い 、

息が苦 しい、空が 汚い 、子供 たちの具 合 がおか しい 、 植物や昆 虫が変わ っ て きた 、 な ど と

い うこ とは 明確に環境の 質 を把握 して い る こ とだろ う 。 こ の 把 握 こ そ がア セ ス メ ン トで あ

る 。 その 知識を数値化で きない か らとい っ て 、 それが存在 しない こ とで もな く、 改善策 が

無い わけで もな い 。 今 まで の道 を精密化する こ とで 時間 を浪費 して は な らない 。 」
8 ）

　広 い 見地 か ら解決策 を考察すべ きで 、 狭い 考察で 、矛盾 に悩むの が 中西理論で ある 。

自然と調和 した汚染の な い 経 済、産業、生活ス タイル を目指 して進 む こ と。 人 工 の 物 質は

進化の 歴史を持 つ 生命体に と っ て は未知の 物質で あ り、 その 危 険性 は計 り知 れない 。 水の

量か ら考える富山和子 氏 10）と水の 質の み を問題 とす る中西準子 氏の 環境問題 に対する 姿勢

の違いは世界人類の未来を考える上 で重要 で あ る 。 （付録 2の 2参照）

　 リス ク論 と疫学 との 関係な どに 関 して 本堂毅 さんか ら貴重 な コ メ ン トをい ただ きま した 。

おか げで リス ク論や予 防原則に つ い ての 私の理解が深 ま りま した 。 感謝 します 。

　また、放 射線被 曝に つ い て は論理 を明確に する ため 、別 に議論す る こ とを勧め て い ただ

きま した 。 も っ ともな指摘で あ り、 劣化 ウ ラ ンの 問題などを含 めて 改 めて 議論で きれ ば と

思 っ て い ます 。 しか し、 い つ で きるかが不 明の ためあえて こ こ に 入れ ま した 。 十分説明 で

きて い ませ んが 、 私 は環境ホル モ ン の 問題 を理解す る上 で も、被 害者の 立 場 か らヒ バ クを

研究 した文献 9が重 要で ある と考えて い ます。 著者の 中川氏は私 と同年齢で すが 48 歳の 若

さで 亡 くなりま した 。 こ の 本は彼の 遺 書で あ ると思 っ て い ます 。

付録 1　 1999 年少人数ゼ ミ 「社会にお け る科学」 パ ン フ に よる

　　　「環 境ホル モ ンか ら騒 ぎ」 （1998 年）の 問題点

　　1） p58 「ダイオキシ ン に つ い て 、最 も心配されたの は がん と奇形で あっ た ．」 （環境

　　　 リス ク学 p150 ）、

　　2 ） p58 「生殖障害の リス クも無視で きる ほ ど小 さい 」 （p151 ）

　　　 中西氏 はホル モ ン か く乱作用 とそれ による生殖障害、発 達障害 、 免疫力の 低下 を軽

　　　 視 して い る 。

　　3 ） p59 「IQ （知能指数）の 低 下な どが報告 されて い る 。 しか し 、 それ らはい ずれ も

　　　 かな り、 高い ダイ オ キシ ン濃度の 場合で あ っ て 、

一
般 人の 場合 とはか け離れ て い

　　　 る 。 」 （p154 ）カ ネ ミ油症におけ る PCB の汚染に対する記述で あるが、最近の 黒田

　　　 洋 一郎 さんたちの研究か ら考察す る とこ こ で も知能へ 与える影響を軽視 して い た

　　　 こ とに なる 。

付 録 2　 1999年パ ン フ 「環境 リス ク論」 批 判 （YK さん による）

　　　「中西準子 さんの リス ク論に つ い て 」

　中西氏はダイ オ キシ ンをは じめ とした人体に有害と考え られ る化学 物質の 管理 に リス ク
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マ ネ
ージメ ン トとい う方法を立 て て お られ ます 。 リス ク マ ネージ メ ン トとは、簡 単 に説 明

しますと化 学物質 の もた らす リス ク とベ ネ フ ィ ッ トを評価 し、そ の兼ね合い で 化 学物質の

管理を考えるとい うもの で す。

　私たちは環境ホル モ ンに つ い て 学びそ の対策 を考える中で 、 この リス ク論にい くっ か疑

問 を感 じて きま した 。 そ こ で その疑 聞点に つ い て述 べ 、皆 さんの 意見 を仰 きたい と思い ま

す 。

12

3

ベ ネ フ ィ ヅ トは色々考慮されて い るが リス クは 「死」 だけで 片手落ちで は ない か 。

目先の リス クやベ ネ フ ィ ヅ トに と らわ れ 、 総合的な視野や解 決策が 無い の で はない

か ？

リス ク評価を数値 と して行 ない うるの か ？

　　 以下 、 上の 3点 に つ い て 順 に説明 します 。

1 ．中西氏 は リス クを比較する上 で の尺度 として 「損 失余命 」 を用い て い ます。 ガ ンなど

直接死に結 び つ くもの だ けで な く、知覚障害や 免疫不全 な ど直接死 を導かない もの で もそ

れ が 人 の 寿命に影 響 を与 え る とし て そ の 分 の 「損失余 命」 を数値化 し、 リス ク の 深刻度 を

考えて い る の で す 。 しか しなが ら、化学 物質 の もた らす害は 様々 で 、 そ れに 苦 しむ人 々 の

症 状、心身の 苦痛 、 社会的 に 被 っ て い る 差別 も千差 万 別 で す 。 多 くの 要素 、背景 を含 む被

害を
一
概に 「損失 余命」 で測れ るの か疑 問が残 ります 。

　さ らにダイオキシ ン をは じめ とする 内分泌系 か く乱 ホル モ ン は ご く微量 で も作用 し、 影

響も多岐に わた っ てい ます 。 そ れ だけに こ の 「損失余命 」 を数値化する の は難 しい と思わ

れ ます 。 さ らに厄介な こ とは環境 ホル モ ンは暴露量 よ りも 、 暴露を受ける時期の 方が重要

になる場合がある ので す 。 特に胎児期に お ける環境ホル モ ン の 影響は深刻 で す 。 胎 児期 に

は人体の形成過程 に伴 っ て ホル モ ン とレ セ プ ターが 正 しく働 く必要が ある が、そ の 機能を

環 境ホル モ ンが乱 して し まうの で す 。 こ の 時期 に受 けた環境ホル モ ン の被害は不 可逆的で

す。 この よ うに、人の成 長過程 に よっ て 深刻度の 違 う化 学物質の リス クを 「損失余命 」 で

カバ ー
で きるで しょうか。

　ベ ネフ ィ ヅ トは快適さや金銭的利潤などい ろい ろ考えて あ りますが 、 リス クは人の 「死 」

の み で は片手落ちの ように思 え ます 。 また、ベ ネフ ィ ッ トの 数値化も判然 としませ ん 。

2 ．目先の リス クやベ ネフ ィ ヅ トに とらわれ総合的な視野や解決策が無い ので はない か 。

中西氏は リス ク ベ ネフ ィ ッ トの 関係で よ く水道水の 消毒を例 に挙げ られ ます 。 っ ま り、
い

っ たん汚れた水 を もう
一

度使うときに 、 消毒すれば衛生 面で は安心 して使 えるが 同時 に 発

ガン物質が取 り込 まれ て しまう 。 リス クベ ネ フ ィ ッ トの 関係 は この ような両義性 を抱えて

い ます 。 確か に こ れは そ の 通 りなの で すが、水 を考える ときには コ ッ プの 中の
一

杯の 水を

どう処理す るか 、 とい うこ とだ けで はあ りませ ん 。 そ の 水は川 に流れ海に出て 、 雨 と して

われわれの 頭上に戻 っ て くる とい う循環 、 こ の 中で水を美 しくするに は どうするの か 、 と

い っ た視点 も必要で す 。 思 うに中西氏は こ うい う視点で は物事を見て お られない の で はな
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い か 。 そ うい っ た視野 の狭 さ、あれか こ れか の 選択を迫る箇所が リス ク論には往々 に して

見受 け られ ます 。

　 リス クやコ ス トに つ い て も、 中西氏 は一世代の み に つ い て しかこ れ を考えて い ない よう

に思えます 。 リス クはた とえ 、

一世代 に関 して は低い もの で あ っ て も 、 次世代 に受 け継 が

れ、蓄積 して い くもの で あれば、軽 く見 るこ とはで き ませ ん 。 実際、環境ホル モ ンや放射

線の 影響は一世代で終わ る もの で は あ りませ ん 。 特に環境ホル モ ンは生殖障害を引き起 こ

す懸念があ り、 次世代 へ の 影響は大きい と思われ ます 。

　また 、 化学物質が複合汚染を起こ す こ とは周知の こ とで す 。 リス ク 論の ように
一

っ
一

っ

の 化学物質の リス クを数値化 し、それ を足 し合わせ た全体を管理 するや り方で は 、 複合汚

染の 問題は解決で きない の で はない で しょうか 。

3 ．リス ク評価を数値 と して 行ない うる の か ？

　私 たちは そ もそ も リス クを数値 として あ らわ しうる の か、 とい うとこ ろに も疑 問を持 ち

ま した 。 中西氏 も リス クの 評価は曖 昧さを含んだ もの だ と述 べ てお られ ます 。 MN 君 は実

際、岡敏弘氏 の リス ク評価に対 して、ダイ オキシ ン の 発が ん性の み を評価 して 、 他の環境

ホル モ ン 作用を無視 して い る こ とを批判 して い る 。

付録 3　 中川保雄 「放射線被曝の 歴 史」 麒

「今 日の 放射線防護の 基準 とは、核 ・原 子 力開発 の た め に ヒ バ クを強要 する側 が、それ を

強 制される側 に 、 ヒバ ク をやむをえない もので 、 我慢 して 受忍 すべ きもの と思わせ る ため

に、科学的装い を凝 ら して作 っ た社会的基準で あ り、原子 力開発の 推 進策 を政 治 的 ・経 済

的に支える行政 的手段 なので ある 。 」

p203 「こ れ を 「科学の 進歩」 と呼ぶ人 々がい る。 その ような人々 は 、 な によ りも被曝の 犠

牲に眼を つ む る人たちで ある 。 また、ICRP 勧告が核軍拡 および原子 力推進策 と結び つ い て

きた事実 を 、 そ して放射線被 曝の 危険性を過 小評価 して きた こ とを隠そう とする人た ちで

ある 。 歴史が 示 して い る ように 、 核 と原子 力の時代 に築かれた放射 線被曝の 社会的体制は 、

ヒ バ クを押 し付け、ヒバ クの 犠牲を隠 し、ヒ バ クの 危 険性 を過 小に評価 して お きなが ら、

それ らの い わば犯罪的行為を 「科学」 の 名の 下 に正 当化する ヒ バ クの 支配体 制で あ る 。 そ

れは、原発推進の 支配体 制の重 要な構成部分をな して い る の で ある 。 」

付録 4　綿貫礼子、吉田由布子 著、
「未来世代 へ の 「戦争」 が 始ま っ て い る 」

2 ） よ り

　　　 「多 田富雄氏の 言葉」

「免疫とい うの は私 たちの体の 中に異物が入 っ て くる とそれを排除 して 、 自分の 全体性を

守る 、 そ うい う仕組み で す．．．外部に ある大宇宙に対 して 体の 中は一
つ の 小宇宙 と して 自

立的に働 い て い る 。 そ うい うもの が今 まで は生命体 と考え られ て きたわけで す ＿ とこ ろ

が環境 問題 はその ような基 本的 に生命 とい うもの が 自立 的な存在で ある こ とを覆 して しま

っ た ．．．外部か ら入 っ て きた物 質が処理 もされずに受容体に 直接働い て しまう ＿ 内部 と
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外部が直接 つ なが っ て しまうわけで すか ら生命に とっ て大事件で あ る とい う ．．．見方が 必

要 です 。 」

　 「生命が 閉じ込め られ た内部空 間だ けの もの で はな く、開放構造 として 外部 とっ なが っ

て い るこ とがわか っ た以上、「医学ある い は生命科学の 対象 と して の環 境ホル モ ン とい う捉

え方をする 必要がある 。 」 それ と同時 に 「環境科学の側か らもそれが単 に外部環境の 問題 で

な く、 まさに内部環境 との つ なが りで起 こ っ て い る とい うこ と」 を捉 えね ばな らない 。 」

　綿貫 ・吉田 「新生児は未来の 生態系の 状態を先取 り して 生 まれ て くる 。 」
厂原発事故で 汚

染された 「外な る生態系」 の 変化 は汚染 された地域 に住 む女性 の 内なる生態系 ＝ 身体へ と

っ なが っ て い る 。 さ らに新生児は その 母親の 身体的変化 を反映 して い る 「さ らに 内な る生

態系 ＝ 子宮」 の 状態をもろに照 ら し出 して い るの で ある。」
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